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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
研 究 の 目 的  

 発 達 初 期 に ，個人 と 養育 者 と の 愛 情 関係 で ある ，愛 着 が 生 じる 。そ の後 の 発 達 の 中 で，個 人内

に 愛 着 に か か わる 内 的作 業 モ デ ル（ internal working model 以 下 IWM と 略 す ）が 成 立 す る 。 IWM

は ， 子 ど も か ら成 人 に至 る ま で ， 人 のパ ー ソナ リ テ ィ の 基 礎を 成 して ， 精 神 的 健 康や 人 間関 係

の 良 好 さ に 大 きな 影 響を 及 ぼ す 。 ゆ えに 広 義の 教 育 的 意 義 をも つ 。  

 IWM は 意 識 す る こ とが困 難 で 自 動 的 に働 く とさ れ と さ れ て いる 。 だが ， 実 際 の 研 究で は ，意

識 的 な 判 断 を 必要 と する 質 問 紙 で 測 定さ れ るこ と が ほ と ん どで あ る。 こ れ で は 厳 密 に IWM を 測

定 し て い る こ とに は 全く な ら な い 。  

 そ の 代 替 手 段と し て， 本 研 究 で は Go/No-go Association Task (以下， GNAT； Nosek & Banaji, 

2001)を 使 用 し て，IWM を 測 定 す る こ とを 目 的と す る 。GNAT で は ，実験 参 加 者 の 無 意図 的 ，無 意

識 的 な 反 応 か ら人 の 「潜 在 的 な 」 態 度や 信 念を 測 定 で き る 。心 理 学の 国 際 的 デ ー タベ ー ス

(PsychINFO)で 検索 し たが GNAT に よ る IWM の 測 定 研 究 は な い 。本 研 究は 極 め て 独 創 的で あ る。  

実 証 研 究 に お いて 予 想さ れ た 結 果  

IWM は ， 自 己 に 関 す るモデ ル （ 関 係 不 安） と 他者 に 関 す る モ デル （ 親密 性 の 回 避 ） の 2 種 類の

モ デ ル か ら 構 成さ れ る 。GNAT の 開 発 で ，こ の 2 種 類 の IWM を 測 定 す るこ と が 期 待 さ れる 。ま た，

GNAT に よ っ て ，そ の 人の IWM か ら 情 報 処 理 や行 動 の 予 測 が 可能 に なる の で は な い か 。た と えば ，

従 来 、 質 問 紙 調査 で は、 自 己 に か か わる ネ ガテ ィ ブ 語 の 処 理を 関 係不 安 が 、 他 者 にか か わる ネ

ガ テ ィ ブ 語 の 処理 を 親密 性 の 回 避 が 促す と され て き た 。 こ れと 同 様の 結 果 が 潜 在 的 IWM でも み

ら れ な い か 。  

研 究 実 施 計 画 ・方 法  

研 究 1 目 的  質 的 面接を 実 施 し GNAT で 用 い る刺 激 語 を 選 定 。  

方 法  参 加 者  大 学 生お よ び 大 学 院 生 60 名 程度  

手 続 き  IWM に 関 わ る ，「 自 己 が 愛 さ れる か 否か 」と「 他 者 は 信 頼 でき る か 否 か 」に つ い て連想

す る 言 葉 を で きる だ け多 く 語 っ て も らっ た 。  

分 析  上 記 の 手続 き から 得 ら れ た 連 想語 を 分類 し ， そ の 量 や分 類 した 語 同 士 の 関 係を 調 べた 。

こ の 分 析 か ら ， GNAT の 刺 激 と し て 用 いる 語 を選 択 し た 。  

研 究 2 目 的  GNAT の実 施 と 語 彙 の 処理 と の関 係 を 調 べ る 。  

方 法  参 加 者  大 学 生お よ び 大 学 院生 60 名 程度  手 続 き  PC を 使 って GNAT を 実施 し IWM がそ

の 情 報 処 理 に 影響 す ると 考 え ら れ る 単語 （ ポジ テ ィ ブ 語 ， ネガ テ ィブ 語 を 含 む ） を提 示 し， そ

の 正 誤 を 判 断 する 。 分析  単 語 処 理 速度 が ，関 係 不 安 GNAT と 親 密 性回 避 GNAT で 異 な る か を調

べ た 。  

研 究 の 結 果  

 親 密 性 回 避 は， 他 者に 関 す る 語 が プラ イ ミン グ さ れ た 場 合， ポ ジテ ィ ブ 語 ・ ネ ガテ ィ ブ語 両

方 の 反 応 速 度 を予 測 した 。 親 密 性 回 避の 自 動処 理 の 性 質 に 基づ き ， “他 者 ”に 関 連 す る 語 が プラ

イ ミ ン グ さ れ るこ と で表 象 が 活 性 化 し， 脅 威刺 激 を 回 避 し よう と した と 考 え ら れ る。 ま た， 脅

威 場 面 と 共 に 親和 的 場面 で も ， 他 者 との 関 係を 回 避 す る こ とが 示 唆さ れ た 。 一 方 ，親 密 性回 避

は ， 自 己 に 関 する 語 がプ ラ イ ミ ン グ され た 場合 ， ポ ジ テ ィ ブ語 の 反応 時 間 を 予 測 した 。 親密 性

回 避 の 高 い ほ ど他 者 への 愛 着 的 行 動 や親 密 な関 わ り 合 い を 避け る 特徴 よ り ， 自 己 と親 和 的場 面

と の 結 び つ き が弱 い ため ， ポ ジ テ ィ ブ情 報 への ア ク セ ス 可 能性 が 低か っ た 。 ま た 関係 不 安は ，

自 己 に 関 す る 語が プ ライ ミ ン グ さ れ た場 合 に， ネ ガ テ ィ ブ 語の 反 応時 間 を 予 測 し た。 ゆ えに 関

係 不 安 は ， ネ ガテ ィ ブな 情 報 に 固 執 する と いう 特 徴 を 補 う ため ， 防衛 機 制 と し て ネガ テ ィブ 情

報 へ の ア ク セ スに 抑 制が か か る こ と が示 唆 され た 。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  
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